
２　がん検診の実施状況について
（２）大腸がん検診
　①大腸がん検診実施状況及び精度管理指標

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 プロセス指標
全年齢 901,737 900,630 898,585 893,379 888,956 879,139 875,106

40～69歳 551348 536,355 525,193 516,313 509,208 502,858 497,729
全年齢 63,340 62,975 54,084 58,600 58,240 58,026 59,012

40～69歳 27,665 26,504 21,531 23,985 22,811 22,462 22,733
40～74歳 41,237 41,425 35,068 38,250 36,452 35,218 34,819
全年齢 7.0% 7.0% 6.0% 6.6% 6.6% 6.6% 6.7%

40～69歳 5.0% 4.9% 4.1% 4.6% 4.5% 4.5% 4.6%

2,689 2,912 2,601 2,508 2,220 2,280 2,213

　 6.5% 7.0% 7.4% 6.6% 6.1% 6.5% 6.4% 基準値：６．８％以下

総　　　計 2,067 2,289 2,010 1,966 1,752 1,759 1,716

76.9% 78.6% 77.3% 78.4% 78.9% 77.1% 77.5% 基準値：９０％以上

107 124 89 111 88 82 71

0.26% 0.30% 0.25% 0.29% 0.24% 0.23% 0.20% 基準値：０．２１％以上

5.18% 5.42% 4.43% 5.65% 5.02% 4.66% 4.14%

4.0% 4.3% 3.4% 4.4% 4.0% 3.6% 3.2% 基準値：３．０％以上

49 76 40 46 46 37 43

45.8% 61.3% 44.9% 41.4% 52.3% 45.1% 60.6%

全年齢 40,238 40,915 39,795 39,610 39,674 39,469 40,225
40～69歳 15,966 15,690 14,888 14,854 14,043 13,755 13,818
40～74歳 24,645 25,407 24,922 24,660 23,543 22,606 22,224
全年齢 4.5% 4.5% 4.4% 4.4% 4.5% 4.5% 4.6%

40～69歳 2.9% 2.9% 2.8% 2.9% 2.8% 2.7% 2.8%
　 1,800 2,017 2,022 1,800 1,606 1,636 1,548

7.3% 7.9% 8.1% 7.3% 6.8% 7.2% 7.0% 基準値：６．８％以下

1,347 1,543 1,536 1,395 1,271 1,262 1,178

個別検診 74.8% 76.5% 76.0% 77.5% 79.1% 77.1% 76.1% 基準値：９０％以上

70 92 73 89 70 65 50

0.28% 0.36% 0.29% 0.36% 0.30% 0.29% 0.22% 基準値：０．２１％以上

5.20% 5.96% 4.75% 6.38% 5.51% 5.15% 4.24%

3.9% 4.6% 3.6% 4.9% 4.4% 4.0% 3.2% 基準値：３．０％以上

30 56 32 39 39 26 28

42.9% 60.9% 43.8% 43.8% 55.7% 40.0% 56.0%

全年齢 23,102 22,060 14,289 18,990 18,566 18,564 18,787
40～69歳 11,699 10,814 6,643 9,131 8,768 8,710 8,915
40～74歳 16,592 16,018 10,146 13,590 12,909 12,615 12,595
全年齢 2.6% 2.4% 1.6% 2.1% 2.1% 2.1% 2.1%

40～69歳 2.1% 2.0% 1.3% 1.8% 1.7% 1.7% 1.8%
　 889 895 579 708 614 644 665

5.4% 5.6% 5.7% 5.2% 4.8% 5.1% 5.3% 基準値：６．８％以下

720 746 474 571 481 497 538

集団検診 81.0% 83.4% 81.9% 80.6% 78.3% 77.2% 80.9% 基準値：９０％以上

37 32 16 22 18 17 21

0.22% 0.20% 0.16% 0.16% 0.14% 0.13% 0.17% 基準値：０．２１％以上

5.14% 4.29% 3.38% 3.85% 3.74% 3.42% 3.90%

4.2% 3.6% 2.8% 3.1% 2.9% 2.6% 3.2% 基準値：３．０％以上

19 20 8 7 7 11 15

51.4% 62.5% 50.0% 31.8% 38.9% 64.7% 71.4%

（参考） がん検診診断症例調査の結果に基づく指標

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 精度管理指標
105 114 82 110 87 80 70

0.17% 0.18% 0.15% 0.19% 0.15% 0.14% 0.12% 基準値：０．２１％以上

5.08% 4.98% 4.08% 5.60% 4.97% 4.55% 4.08%
3.9% 3.9% 3.2% 4.4% 3.9% 3.5% 3.2% 基準値：３．０％以上

60 71 38 60 45 22 43
57.1% 62.3% 46.3% 54.5% 51.7% 27.5% 61.4%
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資料２－６

＊平成２９～令和３年度は、国報告（地域保健・健康増進事業報告）による確定値。令和４～５年度は、県独自集計による速報値。

（令和４年度の対象者数、受診者数、受診率のみ確定値。

＊対象者数、受診者数、受診率以外は、４０～７４歳までの数値。

精度管理指標をもとに評価した結果、個別検診の要精検率と精検受診率、集団検診の精検受診率とがん発見率、陽性反応的中度が基準値を満
たしていない。総計は、要精検率と陽性反応的中度は基準値を満たしている。

なお、旧基準値（許容値と目標値）に当てはめた場合は、個別検診の要精検率以外は全て数値目標を満たしている。
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【精度管理指標の年次推移】

受診率（％）＝受診者数/検診対象者数

目標値６０％以上（※職域も含めた目標値）

要精検率（％）＝要精検者数/受診者

数

精検受診率（％）＝精検受診者数/要精検者数

基準値 ９０％以上

がん発見率＝がんであった者/受診者数

基準値０．２１％以上

陽性反応適中度（％）＝がんであった者/要精検者
基準値 ３．０％以上
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（補足説明）プロセス指標値について

【大腸がん検診】

旧基準値 新基準値

許容値 目標値 基準値

①要精検率 7.0％以下 － 6.8％以下

②精検受診率 70％以上 90％以上 90％以上

③がん発見率 0.13％以上 － 0.21％以上

④陽性反応適中度 1.9％以上 － 3.0％以上

⑤精検未受診率 20％以下 5％以下 10％未満

⑥精検未把握率 10％以下 5％以下

・令和５年６月にプロセス指標の基準値の見直しが行われ、プロセス指標の基準値が設定された平成２０年当
初よりも達成が難しい数値が設定された。
（参照：令和５年６月厚生労働省がん検診のあり方に関する検討会においてとりまとめた報告書「がん検診事業
のあり方について」２０ページ）。

<見直しの趣旨>
・平成２０年以降プロセス指標は改善しており、基準値を多くの自治体が満たしたことから、さらなる質の向上を
目指すため、プロセス指標の基準値の見直しが行われた。
<基準値の変更点>
・当初は、許容値（最低限の基準）と目標値（全ての県が目標とすべき値）の２種類が設定されていたが、基準
値の１種類に見直された。
・旧基準値、新基準値は下記の表のとおり。

①要精検率

②精検受診率

③がん発見率

④陽性反応適中度

⑤精検未受診率＋未把握率
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